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  （その１3） 

古里で知られていない知名人 

「原 虎一」さんのこと 
  

「岡山人名辞典」に原 虎一さんのことが次のように記載されている。 

 

  原  虎一  １８９７－１９７２ (明治３０－昭和４７) 

  明治３０年１１月１６日御津郡今村(現岡山市)に生まれる。早稲田工手学校卒、 

 労働運動に入り労働総同盟中央執行委員、東京市会議員をつとめた。戦後昭和 

２２年日本社会党より第１回参議院議員選挙に全国区で当選、参議院労働委員長 

となる。 

 昭和４７年７月３日没、年７６。 

 

 

 出身地を「今村」とあるが、わが町内の生まれである。生家は現在ない。生家のあっ

た所は、大森 郷さん宅の南で今は ２７m 道路(大元－辰巳線)になっている。 

 小学校を卒業すると直ぐ上京された。徴兵検査で帰郷されたこともあろうが、郷里

との交流は希薄で戦前の活動状況は殆ど知られていなかったようである。 

 戦後、虎一さんが参議院議員になられたことが知れたときには、この地区の者はび

っくりしたことだろう。議員になられてから一度墓参に帰郷されたことがあるようだ

し、私の父は虎一さんとは１年歳上で幼なじみだったためか、その後、その時々文通も

あったらしく何枚かの年賀状も残っている。それによると、昭和３１年頃は社会党中央執

行委員、昭和３５年ごろは日本労働会館理事長をしておられる。私は、虎一さんを全然

知らない。話に聞くだけである。せめてこの人の声でも聞きたかったと残念に思う。  
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